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1. 背景と目的 

著者らの研究チームは，将来の科学コミュニケーターの育成を目標として，高レベル放射性廃棄物地層処分

事業（以下，「HLW 事業」と表記）の認知と地層処分の技術的成立性の理解に資する教育教材の作成および，

その情報を市民へ伝えるための学生インタープリターの育成と市民との対話方法の在り方を研究している. 
HLW 事業は現在，北海道の神恵内村や寿都町において文献調査が開始されたが，その活動を支援するために

も全国レベルでの HLW 事業の認知と理解が必要である．本稿では，HLW 事業への理解促進のための土木工

学的なコミュニケーションツールの作成の一環として，学生を対象としたブレインストーミングを実施し，

HLW 事業に関して若者が知的興味を持っている事項や疑問点の抽出に関する成果を報告する． 
2. 学生ブレインストーミング実施概要 

本研究では，HLW 事業に係わる自然・物理現象について，学びの深度化に重要と考えられる疑問や課題，

土木工学的な観点から HLW 事業の疑問を解決するために学ぼうとする学生に有用な教育教材の在り方を明

らかにすることを目標に，HLW 事業に対する疑問点や懸念事項をテーマとしてブレインストーミングを実施

した．2020 年 5 月~8 月の計 3 回，工学分野への研究課程を希望する 14 名(学部生 11 名，大学院生 3 名)を対

象とし，学生主体のブレインストーミングを行った．なお，オブザーバーとして早稲田大学や原子力発電環境

整備機構(NUMO)等から数名の有識者も加わった．対象学生には，NUMO が作成した「知ってほしい地層処

分 1)」等のパンフレットを事前に配布し，それを基に疑問点を共有・議論を行った． 
3. HLW 事業に関する必要事項の抽出結果 
ブレインストーミングにて挙がった意見について，9 分野に分類した．表 1 は，学生からの主な意見であ

る．本研究では，工学分野を専攻しているが，研究課程には進んでいない学生を主な対象として実施してい

る．そのため，専門知識を持たない一般市民が抱く疑問や意見と，工学分野を専攻する学生から見た HLW
事業の詳細な技術面に関する意見の両者を得ることができたと考える． 
学生ブレインストーミングにおける意見は，①説明資料の種類・構成，②事業概要，③事業主体，④過去

の事業検討の経緯，⑤処分技術，⑥事業の推進方法，⑦文献調査・候補地選定，⑧建設，⑨施設の長期運

営・閉鎖に集約された．特に，地層処分の必要性等の②事業概要に関する意見，HLW 事業に用いられる⑤

処分技術に関する意見が多く抽出された． 
②事業概要では，「高レベル放射性廃棄物を処分するにあたり，なぜ地層処分を行う必要があるのか」，「地

上保管や海洋底処分等の処分方法がある中で地層処分が最適な処分方法なのか」，「HLW 事業を行う必要が

ある事実を国民に周知させ，問題提起する必要があるのではないか」等の疑問・意見が挙げられた． 
過去の検討を経て，地層処分が最適な処分方法として選定されているが，資料では，わかりやすさを求め

るために，選定の過程を割愛している傾向にある．その結果，読み手は HLW 事業を押し付けられているよ

うな印象を受けることが，このような意見が出る要因の一つであると考えられる．国民の正しい理解を得る

ために，HLW 事業の経緯や背景を説明することは必要事項であると言える． 
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⑤処分技術では，HLW 事業に用いられる技術を，より一般市民にイメージしやすいように，身近な例を

用いてわかりやすく説明すべきである等の意見が多く挙げられた．HLW 事業は，普段見ることができない

地下に危険な高レベル放射性廃棄物が処分されるため，現実的に想像することが難しく，不安意識を与える

可能性が高い．また，処分に用いられる材料や技術は一般市民には知られていないものも多いため，より身

近な例を用いた解説は必要であると言える． 
上記の他に，HLW 事業の処分地選定が進んでいる他国と日本にはどのような違いがあり，課題は何であ

るのか（④過去の事業検討の経緯，⑦文献調査・候補地選定），具体的な事業プロセスの明確化や地域に対す

るメリットを掲示する必要があること(⑥事業の推進方法)，巨大地下施設を長期間運用していくためにあた

り考えられるリスクを抽出する必要性(⑧建設，⑨施設の長期運営・閉鎖)等の意見が挙げられた． 
4. 今後の方策 

学生の意見は，著者ら研究チームとは

違った視点があり，純粋な疑問や柔軟な

意見を抽出することができた．また，今後

の教育教材の作成で求められる事項を整

理することができた．今後の方策として，

ブレインストーミングにて収集・整理し

た学生の興味や疑問点等を受け，高校3年
生から大学 2 年生を主な対象とした地層

処分事業に関する教育教材等を作成予定

である．教育教材では表 2 に示す 4 つの

視点からの作成を予定している． 
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表 2 教育教材の方針（案） 

 

表 1 学生ブレインストーミングにおける主な意見 

 

方針 内容

1
歴史的・政策的背景と

の融合

教材の冒頭にこれまでの原子力発電事業に関する国や政

策等の経緯や背景を記載する．

2
科学コミュニケーターとし

ての「問い」の設定

学生ブレインストーミングをふまえて出てきた懸念や疑問点

を「問い」に変えて自ら解説していく．

3
科学的根拠を示す解説

の設定

人体や人間生活への影響，身近な事象を使った学術的・

定量的説明を追加する．

4
科学者としての貢献の

在り方に対する言及

事業プロセスそのものの成立性の客観的な言及，社会シス

テムの問題や国民の認知度の重要性に関する客観的な言

及，国民への説明責任に対する科学的倫理の姿勢での貢

献としての客観的な言及，科学技術の発展のための貢献と

しての客観的な言及をする．
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